	４年
	学習指導要領　国語
第三学年及び第四学年
〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕 (2)
	ア　文字の組立て方を理解し，形を整えて書くこと。
イ　漢字や仮名の大きさ，配列に注意して書くこと。
ウ　点画の種類を理解するとともに，毛筆を使用して筆圧などに注意して書くこと。


	教材
ページ
（配当時間）
	配
当
月
	目標
（◎＝主目標）
	用
具
	主な学習活動
	評価項目
（◎＝重点評価項目）

	①はじめに
・毛筆のしせい
・毛筆で書こう
Ｐ3～7（2時間）
	４

月
	◎毛筆の姿勢・筆の持ち方，用具の置き方・扱い方を確認する。
◎既習の点画・筆使いと，始筆・終筆について確認する。
○穂先の通り道の調べ方を理解する。
	毛

筆
	①毛筆の姿勢・筆の持ち方，用具の置き方・扱い方を確認する。
②既習の点画・筆使いと始筆・終筆について確認する。
【点画・筆使い】「横画」「縦画」「点」「折れ」「左払い」「右払い」「はね」（「右上はらい」「曲がり」「反り」）
③毛筆でいろいろな点画や線をかく。
④穂先の通り道の調べ方を理解する。
❺自己評価をする。
	◎毛筆の姿勢・筆の持ち方，用具の置き方・扱い方を理解している。（知・理）
◎既習の点画・筆使いと，始筆・終筆について理解している。（知・理）
○穂先の通り道の調べ方を理解している。（知・理）

	②字形
・画の長さと間かく〈羊〉
Ｐ8・9（3時間）
	４
・
５

月
	◎「羊」の「横画」の長さや間隔を理解する。

○既習事項にも注意して，「羊」を整えて書く。
◎硬筆で，画の長さや間隔に注意して書く。
	毛筆・鉛筆（フェルトペン）
	①「羊」の「横画」の長さや間隔を理解し，毛筆で書く。
【字形の整え方】画の長さ（「横画」），画の間隔（「横画」）
②（進度に応じて）「羊」を整えて書くために必要な既習事項を確認する。
3 毛筆の学習を生かして，画の長さや間隔について硬筆で学習する。
【字形の整え方】画の長さ（「横画」「縦画」「左払い」），画の間隔（「横画」「縦画」）
❹自己評価をする。
	◎「羊」の「横画」の長さや間隔を理解している。（知・理）
○既習事項にも注意して書こうとする。（関・意・態）
◎硬筆で，画の長さや間隔に注意して，字形を整えて書いている。
（技能）

	③字形
・画の方向〈麦〉
Ｐ10・11
（3時間）
	５
・
６
月
	◎「麦」の「横画」や「左払い」の方向を理解する。
○既習事項にも注意して，「麦」を整えて書く。
○「麦」と「冬」の「左払い」の方向の違いを理解する。
	毛

筆

・

鉛

筆
	①「麦」の「横画」や「左払い」の方向を理解し，毛筆で書く。
【字形の整え方】画の方向（「横画」「左払い」）
②（進度に応じて）「麦」を整えて書くために必要な既習事項を確認する。
3 「麦」と「冬」の「左払い」の方向の違いを理解する。
4 毛筆の学習を生かして，「左払い」の方向について硬筆で学習する。
	◎「麦」の「横画」や「左払い」の方向を理解している。（知・理）
○既習事項にも注意して書こうとする。（関・意・態）
○「麦」と「冬」の「左払い」の方向の違いを理解している。（知・理）

	
	
	◎硬筆で，画の方向に注意して書く。
	
	❺自己評価をする。
	◎硬筆で，画の方向に注意して，字形を整えて書いている。（技能）

	④筆順・字形
・筆順と字形〈左右〉
Ｐ12～15
（4時間）
	６
・
７
月
	◎「左」「右」の筆順と画の長さ，外形を理解する。
○既習事項にも注意して，「左右」を整えて書く。
◎硬筆で，筆順と画の長さ，外形に注意して書く。

◎漢字の似た部分の筆順の違いを理解し，筆順に従って書く。
○間違えやすい筆順に注意して書く。
	毛筆・鉛筆（フェルトペン）
	1 「左右」の筆順について確認する。
②「左」「右」の筆順と画の長さ，外形を理解し，毛筆で「左右」を書く。
【字形の整え方】筆順と字形（画の長さ，外形）
③（進度に応じて）「左右」を整えて書くために必要な既習事項を確認する。
4 毛筆の学習を生かして，筆順と画の長さ，外形について，硬筆で学習する。
❺自己評価をする。
6 漢字の似た部分の筆順の違いを理解し，筆順に従って書く。
【筆順の原則】「横画」が先，「左払い」が先，「縦画」が先
7 間違えやすい筆順に注意して書く。
8 自己評価をする。
	◎「左」「右」の筆順と画の長さ，外形を理解している。（知・理）
○既習事項にも注意して書こうとする。（関・意・態）
◎硬筆で，筆順と画の長さ，外形に注意して，字形を整えて書いている。（技能）

◎漢字の似た部分の筆順の違いを理解している。（知・理）
○間違えやすい筆順に注意して書こうとする。（関・意・態）

	○生活に広げよう
・手紙やはがきで伝えよう
Ｐ16・17
（2時間）
	７
月
	○手紙やはがきの書き方を理解する。
○既習事項を生かして，丁寧に書く。
◎受け取る人が読みやすいように書く。
	鉛筆・サインペンほか
	1手紙やはがきの書き方を確認する。
2既習事項を生かして，手紙やはがきを丁寧に書く。
3 自己評価をする。
	○手紙やはがきの書き方を理解している。（知・理）
○既習事項を生かして，丁寧に書こうとする。（関・意・態）
◎受け取る人が読みやすいように書こうとする。（関・意・態）

	⑤字形
・組み立て方（左右の部分）〈土地〉
Ｐ18・19
（3時間）
	９

月
	◎「地」の左右の組み立て方を理解する。
○「曲がり」の筆圧・穂先の通り道を理解する。


	毛

筆

・

鉛

筆
	①「地」の左右の部分の幅や形を理解し，組み立て方に注意して，毛筆で「土地」を書く。
【字形の整え方】組み立て方（左右の部分）
②「曲がり」の筆圧・穂先の通り道を理解する。
	◎「地」の左右の組み立て方を理解している。（知・理）
○「曲がり」の筆圧・穂先の通り道を理解している。（知・理）

	
	
	○「右上払い」の筆圧・穂先の通り道を理解する。
○既習事項にも注意して，「土地」を整えて書く。
◎硬筆で，左右の組み立て方に注意して書く。
	
	③「右上払い」の筆圧・穂先の通り道を理解する。
【点画・筆使い】「曲がり」「右上払い」
④（進度に応じて）「土地」を整えて書くための既習事項を確認する。
5 毛筆の学習を生かして，左右の組み立て方について硬筆で学習する。
❻自己評価をする。
	○「右上払い」の筆圧・穂先の通り道を理解している。（知・理）

○既習事項にも注意して書こうとする。（関・意・態）
◎硬筆で，左右の組み立て方に注意して，字形を整えて書いている。（技能）

	⑥字形
・組み立て方（上下の部分）〈竹笛〉
Ｐ20～22
（4時間）
	９
・

10

月
	◎「笛」の上下の組み立て方を理解する。
○既習事項にも注意して，「竹笛」を整えて書く。
◎硬筆で，上下の組み立て方に注意して書く。
○漢字の組み立て方について理解する。
◎左右・上下・「たれ」「にょう」「かまえ」の組み立て方を考えて書く。
○左右の部分や上下の部分の大きさを理解して書く。
	
	①「笛」の上下の部分の高さや形を理解し，組み立て方に注意して，毛筆で「竹笛」を書く。
【字形の整え方】組み立て方（上下の部分）
②（進度に応じて）「竹笛」を整えて書くために必要な既習事項を確認する。
3 毛筆の学習を生かして，上下の組み立て方について硬筆で学習する。
❹自己評価をする。
5 漢字の組み立て方（部分の大きさや形）について理解する。
6 漢字の左右・上下・「たれ」「にょう」「かまえ」の組み立て方を考えて書く。
【字形の整え方】組み立て方（左右・上下・「たれ」「にょう」「かまえ」）
7 左右の部分や上下の部分の大きさを考えながら書く。
8 自己評価をする。
	◎「笛」の上下の組み立て方を理解している。（知・理）
○既習事項にも注意して書こうとする。（関・意・態）
◎硬筆で，上下の組み立て方に注意して，字形を整えて書いている。（技能）
○漢字の組み立て方について理解している。（知・理）
◎組み立て方に注意して，字形を整えて書いている。（技能）
○左右の部分や上下の部分の大きさを理解して書いている。（知・理）

	◇書いてみよう

・百人一首

Ｐ23（資料教材につき時間配当なし）
	
	◎既習事項を生かして，丁寧に書く。
	鉛

筆


	1 既習事項を生かして，伝統的な言語文化に関する文章を丁寧に書く。
	◎既習事項を生かして，丁寧に書こうとする。（関・意・態）

	⑦筆使い・配列
・「折れ・折り返し」
（ひらがな）〈わざ〉
Ｐ24～26
（4時間）
	10

・
11

月
	◎平仮名の「折れ・折り返し」の筆使いを理解する。
○平仮名の「折れ・折り返し」の穂先の通り道を理解する。
○既習事項にも注意して，「わざ」を整えて書く。
◎硬筆で，平仮名の「折れ・折り返し」に注意して書く。

◎漢字と仮名の大きさを理解し，考えて書く。

○硬筆の筆圧を理解する。
	毛

筆

・

鉛

筆
	①平仮名の「折れ・折り返し」の筆使いを理解し，毛筆で「わざ」を書く。
②平仮名の「折れ・折り返し」の穂先の通り道を理解する。
【筆使い】平仮名の「折れ・折り返し」
③（進度に応じて）「わざ」を整えて書くために必要な既習事項を確認する。
4 毛筆の学習を生かして，平仮名の「折れ・折り返し」について硬筆で学習する。
❺自己評価をする。

6 仮名は漢字より小さめに書くことを理解し，漢字と仮名の大きさを考えて書く。
【配列】漢字と仮名の大きさ

7 硬筆の筆圧を理解する。
8 自己評価をする。
	◎平仮名の「折れ・折り返し」の筆使いを理解している。（知・理）
○平仮名の「折れ・折り返し」の穂先の通り道を理解して書いている。（知・理）

○既習事項にも注意して書こうとする。（関・意・態）
◎硬筆で，平仮名の「折れ・折り返し」に注意して，字形を整えて書いている。（技能）

◎漢字と仮名の大きさを考えて，行を整えて書いている。（技能）

○硬筆の筆圧を理解している。（知・理）

	○生活に広げよう
・横書き
Ｐ27（1時間）
	11

月
	○箇条書きについて理解する。
◎行の書きだしの位置を理解する。
○横書きの文字のそろえ方（二通り）に注意し，横の行を整えて書く。
	鉛

筆
	1 箇条書きについて理解する。
2 行の書きだしの位置を理解し，横書きの文字のそろえ方を確認しながら，行を整えて書く。
【配列】横書き，行の書きだしの位置
3 自己評価をする。
	○箇条書きについて理解している。（知・理）
◎行の書きだしの位置を理解している。（知・理）
○横書きの文字のそろえ方（二通り）に注意し，横の行を整えて書いている。
（技能）

	○生活に広げよう
・書きぞめをしよう
〈天空・

美しい空〉
Ｐ28，40～44
（3時間）
	12

月
	◎既習事項から自分の目当てを選んで，書き初めをする。
○小筆の持ち方や使い方を確認し，名前を丁寧に書く。
	毛筆（小筆）
	①既習事項から自分の目当てを選んで，書き初めをする。
②小筆の持ち方や使い方，書き初め用紙に書く場合の姿勢を確認する。
③小筆で名前を丁寧に書く。
④自己評価をする。
	◎既習事項から自分の目当てを選んで，書こうとする。（関・意・態）
○小筆の持ち方や使い方に注意して書いている。（技能）

	⑧まとめ
・まとめ〈切手〉
Ｐ29～31
（4時間）
	１
・
２
月
	◎四年で学習したことをまとめる。
○「反り」の点画・筆使いを理解する。
○自分の目当てをもって学習する。
○自分の目当てに対して，自己評価や相互評価をする。
	毛筆・鉛筆
	1 四年で学習したことをまとめる。
【点画・筆使い】平仮名の「折れ・折り返し」，漢字の「曲がり」「右上払い」
【字形の整え方】画の長さ，画の間隔，画の方向，筆順と字形，組み立て方 ほか
【配列】漢字と仮名の大きさ，横書き，行の書きだしの位置
②「反り」の筆使いを理解する。
【点画・筆使い】「反り」
③自分の目当てをもって，毛筆で「切手」を書く。
④自分の目当てに対する学習の成果を，自己・相互評価する。
5 自分の目当てをもって，硬筆でP31の教材を書き，自己評価をする。
	◎四年で学習したことをまとめている。（知・理）
○「反り」の点画・筆使いを理解して書いている。（知・理）
○自分の目当てをもって学習しようとする。（関・意・態）
○自分の目当てに対して，自己評価や相互評価をしようとする。（関・意・態）

	○生活に広げよう
・新聞を作ろう
Ｐ32・33
（2時間）
	２
・

３

月
	◎既習事項を生かして，丁寧に書く。

○棒グラフの書き方を理解する。
	サインペン・

鉛筆ほか
	1 既習事項を生かして，新聞記事を丁寧に書く。

2 棒グラフの書き方を確認する。
3 自己評価をする。
	◎既習事項を生かして，丁寧に書こうとする。（関・意・態）
○棒グラフの書き方を理解している。（知・理）

	◇文字の話
・どちらにする

手書きと
コンピューター
Ｐ34（コラム教材につき時間配当なし）
	
	◎手書きとコンピューターの特徴を知る。
	
	1 手書きとコンピューターの特徴を知り，書写学習に興味をもつ。
	◎手書きとコンピューターの特徴を知ろうとする。（関・意・態）


書4年‐2

